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１．はじめに
タイ上座仏教徒の実践としては、輪廻転生と因果応報の観念にもとづいた、個人の幸福
獲得のための積徳行が中心にあるとされる。一方で、本稿が取り上げる、北タイの「旧暦
１２月の満月曰」儀礼では、死者の幸福が儀礼の主たる目的となっている。大乗仏教に比し
て、自業自得や自力救済によって特徴づけられる上座仏教にあり、当該儀礼では、自らの
積徳以上に、先祖や餓鬼などへの功徳の奉献が強調されるのである。
本稿は、死者への功徳の転送を主目的とする「旧暦１２月満月曰」儀礼の実際を報告する
とともに、そこに見られるタイ上座仏教徒の「功徳」および「功徳の転送」についての観
念と実践とを検討する。
以下では、まず先行研究によって、実践宗教としてのタイ仏教における「功徳」観念と
「功徳の転送」行為を紹介する。次に、筆者が実際に観察した「旧暦１２月満月曰」の儀礼
過程を報告し、分析する。最後に、儀礼の分析から明らかになる、タイ上座仏教徒におけ
る「功徳」と死者への働きかけについて考察する。
2．タイ上座仏教における積徳と功徳の転送
広く知られている通り、上座仏教の基本的教義においては、出家者による自力救済が強
調される。仏教的な世界観においては、一切の生は変転し実体がないが、そこに何か確か
なものがあるように思い執着するところから、「苦」が生じる。苦からの救済は、世俗的な
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身分と生活を捨てて、解脱のための修行に専念する出家者によって達成されるべきもので
ある。出家者は仏教的世界観の理解を目指し、定められたやり方（八正道）によって真の
「知」に到ることにより、煩悩を減し、苦しみを離脱し、浬樂へと到るべきとされる。こ
のように救済は､知的な一部のエリート(出家者)のみに可能な道である(石井2003[1975])。
自力による救済を強調する見方は、上座仏教の教義面のみならず、民衆による実践宗教
についても支配的である。輪廻転生という苦からの絶対的な救済を目指さない在家者たち
は、「功徳」（6zJ"）を積むことによる、輪廻転生のサイクル内部での地位上昇という相対的
な救済を目指すとされる（石井2003[1975],1991，小野澤2002)。
理念や教義としての仏教でなく、仏教をタイの民衆たちがどのように捉え、それとどう
関わっているかを研究する石井らは、「功徳」と「積徳」（ｒｈａｍ６""）とが、民衆の仏教実践
の核になっているという基本観点をとる。究極的な解脱（悟りによる浬樂への到達）を目
指す出家者とは異なり'、在世の民衆たちは「輪廻的生存を超克することよりも、むしろそ
の秩序の中における相対的地位の上昇」（石井2003[1975]:３２、傍点は原著者）を目指して
行動する。民衆の世界理解の根本には、「善業善果悪業悪果」（/ｈα,ＭＭＪＭＭｉａｍｃｈ皿α伽
ｃｈ"α）という因果律と輪廻転生の観念がある。上座仏教的な因果論によれば、「輪廻的生存
のヒエラルヒーにおける地位の高低を決定する要因は、それぞれの行為者が、輪廻的過去
において、生死を反復する間に集積した「ブン」（bun［功徳一筆者注]）の量である…し
かしながら、…「ブン」の多寡によって決定されるところの行為者のヒエラルヒー的位置
は、けっして不動ではない…それゆえ、ひとびとの宗教的関心は、もっぱら、輪廻的ヒエ
ラルヒー内における自己の地位の上昇に直結すると信じられる『ブン」の集積という一点
に向かって集中する」（石井2003[1975]:33)。「『ブン」を集積するという行為は、タイ語で
『タン・ブン』（thambun）と呼ばれる。ｔｈａｍは『造る」の意である。「ブン」の反対概念
は「バープ」（b面pパーリ語pEipa）である…ひとびとは…「バープ」を避けようと努力す
る。そして、積極的には「タン･ブン』を行なって、「ブン」の集積につとめ、未来におけ
る輪廻的ヒエラルヒー内における自己の地位の上昇を期待するのである…「タン･ブン」
思想は…自らの行為によって、自らの生存の状態を変更しうると考える…自力救済思想
の－変種である」（石井2003[1975]:33-34)。このように石井らは、「解脱思考の仏教」に対
して、「功徳」観念と積徳行を中心とした、民衆宗教としてのタイ上座仏教に注目する2．
在家信徒による仏教実践には、「出家者の仏教とは全く異なった原理」（石井1991：３０）が
あり、自らの地位上昇のために積徳にいそしむ民衆は、積極的で個人主義的な行為者とし
てとらえられる。
輪廻転生と自業自得論理を独自に読み替える積徳者としての民衆信徒という上記の見方
は、実践宗教としてのタイ仏教についてたしかに多くのものを教えてくれる。一方で、民
衆の積徳行が実際には、自らの地位上昇を求める論理だけで構成されている訳でないこと
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にも留意すべきである。積徳行の多くは、自らのために功徳を積む行為のほかに、得られ
た功徳を第三者と共有したり、第三者に「転送」しようとする行為をともなうからである
（林1991,2000:179-187)。
第三者への功徳の「転送」３の基本的な形は、水を媒介としたものである。「僧侶の読経
にあわせて、水をすとしずつ受け皿に垂らせば、「｢転送波」が故人のカンマ［カルマー筆
者注］に「同調」して、まちがいなく『ブン」が冥界の父母のもとに届けられると、人び
とは信じている」（石井1991:127)。このブンの「転送」には、亡くなった父母や親戚、前
世や現世で自分に遣'恨をもつ者4、死んだ動物一般、死者一般などさまざまな対象が含まれ
る。「垂水」５によるこの功徳転送行為は、早朝の托鉢僧への食物布施など、積徳行の多く
で曰常的に見られる。さらに、第三者への功徳の転送は、「垂水｣行為をともなわなくとも、
僧による唱経中に、心で功徳「転送」の対象を念じるだけで、死者だけでなく、生者に対
してもなされうるとさえ言われる６．そして、積徳行における功徳の「転送」は、自らが得
た功徳を減らすことなく他人の功徳の集積にも貢献することができ、その意味で他人に対
して行なわれる善行として、それ自体もひとつの積徳行だとみなされている7。このように、
自らの地位上昇を目指す個人的行動という側面が強調される積徳行には多くの場合、第三
者への功徳の転送行為が付随しているのである。
タイ仏教における功徳の転送に関しては、東北タイ農村での仏教実践、特に「故人の霊
にたし、する功徳の転送（廻向)」（林2000:179）の具体的な報告がある。この場合も「垂水」
行為がともなう。「僧侶が詠唱する経文とともに、水を－つの器から他の器へ移しかえ…
功徳を象徴するとの水を、寺院境内の樹木や地面、墓、そして寺院堀壁に彫られた地母神
メー・トラニー像に振りかける。ヤートナーム［垂水一筆者注］は、僧侶が関与するさま
ざまな儀礼において、半ば制度化された形でみられ、故人の霊を供養する機会となってい
る」（林2000:180)。
さらに、林の調査村の住民による積徳行には、故人の霊の空腹や物品の不足への心配が
動機となっている例があった（林2000：182-183)。積徳行により「獲得された功徳は、目
に見えない財として説明されはするが、［積徳行の－筆者注］主体自身は故人の霊が受け取
るのは実体のない功徳というよりも、寄進した物品であると語っている…功徳の廻向で霊
が獲得するのは、寄進に供される食事や枕、ござ、布そして現金なのである。あの世とこ
の世の境界を越えるために、それらの品々は功徳として変換されなければならない。その
ために僧侶が介在する。物品を功徳へと変換させることができるのは、世俗から切り離さ
れた境界人としての出家者なのである」（林2000:182-183)。ここで功徳は、僧の媒介によ
って具体的な物品に変じて、あの世の死者に届くとされる。
以上までで、タイ上座仏教における積徳と功徳の転送について概観した。民衆による実
践宗教としてのタイ仏教では、「功徳」と「積徳」とが中心原理となっていたが、積徳行の
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多くは積徳者自らの地位上昇のみを求める行為ではなく、得られた功徳を第三者に転送す
る行為をともなうものであった。そして、転送される功徳は、論者によっては、媒介であ
る僧を通じて、具体的な物品に変じられて、第三者に届けられるとされる。
本稿で取り上げる北タイの「旧暦１２月満月曰」（伽α〃ＳＩＰＳ｡"gpe,'9）という儀礼は、「故
人への奉献をする祭り」（〃叩ｈｅ"加伽ｈａｐｈ"〃）とも呼ばれ、「功徳を積み、亡くなった
父母､祖父母、おじおば、親戚など、自分の祖先に功徳(s"α"伽。"）を捧げる」（Mani2005：
197）祭事である8．上述の通り、自力救済や行動主義が顕著なタイ上座仏教においても、
実際には普段の積徳行でも、第三者への功徳の転送は頻繁に見られる。一方、本稿で取り
上げる北タイの「旧暦'２月の満月曰」儀礼は、曰常的な積徳行と異なり、雨安居期の「大
きな仏曰」(wα〃力川αｊ，)に年に－度だけ行われる｢重要な祭事｣(p/j7qp"e"ｊｙａｊ)である'0。
そして､｢|日暦'２月の満月曰｣には､布施者自らの積徳よりも､餓鬼(pだ')や阿修羅("2Ｍm）
を含む、死者への功徳の奉献が儀礼の中心目的として強調される点で、他の積徳行と性格
を異にしている。
3．「旧暦１２月満月日」の儀礼
本節では、筆者が2006年に北タイで観察した「旧暦１２月の満月曰」儀礼を紹介する。
2006年９月７曰（木）は、北タイ旧暦で１２月白分１５曰の満月曰で、雨安居期の仏曰で
あった。筆者はこの曰、北タイチェンマイ市の旧市街にあるドークカム寺（wardbﾉｗｊａｍ）
の「旧暦'２月満月曰」朝の儀礼に参加し観察した。ドークカム寺は、東の旧城門であるタ
ーペー門の近く、城壁内側の車道に面して建つ寺院である。現在ドークカム寺には、チェ
ンライ県出身の住職（４２歳）と見習僧､ふたりが居住している。ドークカム寺と出家者た
ちに曰頃から布施をおこなうのは、寺院近くの住民たちである。寺院近くには主に外国人
観光客が宿泊するゲストハウスの集中した路地があり、信徒総代'2はゲストハウスのオーナ
ーである｡伝統的なタイ村落が、共同体の中心として村落寺院をもっていたのに対して、
ドークカム寺は、現代タイの町の寺院というべき性格をもっている。
この曰寺院では朝の７時には既に、中年以上の女性を中心とした信徒たちが本堂に集ま
っていた。本堂前にある、故住職の墓（肋'3）の周りを、蝋燭と線香と花のセットを両手に
挟んで拝むようにしながら右回りに回っていた｡回り終わった老婆は､蝋燭と線香と花を、
建物に塗りこめられた故住職の遺影の前に捧げた。本堂内の中央には低いテーブルがふた
続きに置かれて、前方の台上には僧の托鉢用の鉢が並べられ、後方の台上には足の付いた
食台の上に椀が並べられていた。本堂内の信徒たちは、お喋りしたり、台上の容器に食物
を入れたりしていた。二つのテーブルの後方には、一本の金樹'4がしつらえられていて、そ
の枝に２０バーツ札を挟む人びともいた。人びとが籠などに入れてもってきていたものは、
－８４－
蝋燭、線香、花、米飯、おかず、お菓子、お金、水、水差しなどであった'５．水と水差しを
除く諸品は僧への布施物であり、水は「垂水」による功徳転送に用いられるためのもので
ある。参加した信徒は、男性３名（うち一人は信徒総代）と女'性十数名であった。７時３５
分頃に、寺の鐘が鳴らされ、僧（ドークカム寺住職）とふたりの見習僧が、本堂前方から
入場し、儀礼が始まった。
「旧暦１２月満月曰」の朝の儀礼はおよそ次のような過程に分かれる。そして、(1)、(2)、
(3)、（５）では、冒頭でまず三宝帰依が唱えられて、次にそれぞれの過程にふさわしい経
が唱えられる'6゜
（１）受戒Ojqpsj"）
（２）僧による祝福の唱経（功ａ１Ｍｐ〃o〃伽）
（３）僧への食物奉献の表明（肋oMqmrAaWaj6〃ｈａ６ａｒ）
（４）僧による祭事の由来の説明と当曰の予定案内
（５）僧からの祝福（肺p/，o"）と功徳の転送
（６）慈悲心の拡大（ｐｈａｅｍｅ"α）
（７）僧への別辞（伽ｍｂｐ伽）
（１）受戒（hqpsj"）
通常の仏曰同様に、「旧暦１２月満月曰」の儀礼も信徒による受戒で開始される。そして
「受戒」は、「仏を拝む」（ｗａｊｐｈｍ）ことで始まる。この最初の「仏を拝む」過程では、信
徒総代に主導された信徒たちが、「三宝への拝礼」17と「三宝への脆拝」18とを唱える。「三
宝への拝礼」は、信徒たちが一節ずつパーリ語とタイ語で交互に唱える。「三宝への脆拝」
では、信徒たちがパーリ語のみで仏法僧それぞれへの脆拝の経節を唱え、経節の終わりご
とに拝礼する。「仏を拝む」過程が終わって、「受戒」過程が始まる。
「受戒」は、俗人が僧に五戒を請い、僧から五戒が授けられるという段階を踏む。「受戒」
過程の間、僧は大きな儀礼用の団扇19を身体の横に立てて把持している。「受戒」過程はパ
ーリ語のみの唱経からなる。
まず信徒総代が僧の方に向き直る。そして、「五戒を懇請する句」２０を唱えて、僧に五戒
を懇請する。次に僧が「仏陀への屈礼」２１を三度唱えた後、信徒総代を含む俗人たちが同様
に三度唱える。そして僧が「三宝への帰依」２２を一節ずつ唱え、俗人たちが一節ずつ復唱す
る。間を置かずに、僧が「五戒」２３を一説ずつ唱え始めると、俗人たちがそれを一節ずつ復
唱する。五戒の確認といえるが、曰常語とは異なるパーリ語のみで唱えられる。
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表１「旧暦１２月満月日」儀礼の進行過程
（２）僧による祝福の唱経（伽ｗａｊｐｈｏＭ伽）
次に僧による祝福の唱経の過程に入る。「タワーイ・ポーン・プラ」と呼ばれるこの過程
は、「仏の恩徳｣、「法の恩徳｣、「僧の恩徳」および「勝利吉兆経文」の唱経から構成される。
いずれの唱経もパーリ語のみでおこなわれる。それらに先んじて、儀礼用の団扇をしまっ
た僧が詠唱調で「仏陀への屈礼」（""α"。'α応α…',）を唱え、信徒たちも同時に唱和する。次
に間を置かず、「仏の恩徳」２４，「法の恩徳」２５，「僧の恩徳」２６が同様に唱えられる。そして
「勝利吉兆経文27」冒頭句の「パーフン」（ｐｈａｈ",'928）が唱えられると、信徒たちは立ち上
がり、中央の台上に置かれた鉢や容器に食物を入れてゆく29．信徒総代は、正面の仏像群の
前にも食物を供えた。
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儀礼の過程使用言語唱経(発話)者功徳の転送
ｌ受戒
｢三宝への拝礼」パーリ語と信徒
タイ語
｢三宝への脆拝」パーリ語信徒
｢五戒を懇請する句」パーリ語信徒
｢仏陀への屈礼」パーリ語僧
｢仏陀への屈礼」パーリ語信徒
｢三宝に行き着く経節」パーリ語僧、信徒が復唱
｢五戒」パーリ語僧、信徒が復唱
２僧による祝福の唱経
｢仏陀への屈礼」パーリ語僧と信徒が同時
｢仏の恩徳」パーリ語僧と信徒が同時
｢法の恩徳」パーリ語僧と信徒が同時
｢僧の恩徳」パーリ語僧と信徒が同時
｢勝利吉兆経文」パーリ語僧
３僧への食物奉献の表明
｢仏陀への屈礼」パーリ語信徒
｢食物奉献の表明」パーリ語と信徒
タイ語
死者への功徳転送の表明タイ語信徒総代
４僧による祭事の由来の説明と当
曰の予定案内
５僧からの祝福と功徳の転送
｢天女随喜経」パーリ語僧信徒の垂水
｢宇宙吉祥小経」後半の一部パーリ語僧信徒の垂水
６慈悲心の拡大
｢ヤンギンジ・グサラン」パーリ語信徒総代僧と信徒の垂水
｢大拝礼」パーリ語信徒総代
｢小拝礼」パーリ語信徒総代
７僧への別辞パーリ語信徒と僧
（３）僧への食物奉献の表明（仇ＣＭα〃rhawaj6j"伽ｂａｔ）
僧による「勝利吉兆経文」の唱経が終わると、信徒総代は三拝し、「××［聞取り不明］
を捧げましょう（伽wajxxphmm伽"e")」と言い、僧への食施奉献の過程に入った。
まず、信徒総代に主導されて、俗人たちが「仏陀への屈礼」（""α腕。、応α…',）を、咳くよ
うに三度唱える。それが終わると間を置かず、信徒総代に主導された俗人たちが、パーリ
語、つぎにタイ語で、僧への「食物奉献の表明」（肋α伽！〃αｗａｊ６ｉ"伽6α/）を唱える30。「食
物奉献の表明｣に続いて､「そして､功徳を…へ奉献いたします｣(伽ﾉﾋﾉｶＯ脚伽s"α"肋so"伽
肋e…）と、故住職、高僧、亡くなった親戚たちへの功徳の奉献がタイ語で述べられた。後
曰の住職による説明では、この部分は「食物奉献の表明」過程とだけ説明されたが、実際
には布施者たちは、僧への食物奉献を表明するほかに、僧への食施によって得られる功徳
を、死者たちに捧げることを表明しているのである。これらの表明が終わると、信徒たち
は立ち上がって、台上の鉢や容器に入れられていた食物を、正面の仏像群、正面左に座す
僧と見習僧、本堂前の亡くなった住職の墓（k"）に捧げた。
（４）僧による祭事の由来の説明と当日の予定の案内
食物の奉献を終えた信徒たちが再び座すと、僧は以下のように祭事の由来を語った31．信
徒たちは、手を合わせたりすることなく、ただ座って僧の話を聞いていた。
本曰は旧暦１２月の満月曰である。この期間の祭事については、各人が××［聞取り
不能］だと信じ、そう語る。つまり、この期間は、親戚であれ、父母であれ、ずっと
以前に亡くなった先祖であれ、死者へ功徳を捧げるための、積徳祭事の時だという信
仰がある。特にわれわれ北部の者たちは、１２月の満月の祭事とは、「ピー」（phj32）や
餓鬼が放たれる祭事で、１２月の黒分１曰から白分１４曰までのおよそ－ケ月には、閻
魔大王が年に一度、餓鬼や阿修羅として苦しんでいる者たちが（こちらに）やって来
て功徳を受けることの出来るように、彼らを解き放ってあげると言うのだ。われわれ
各人は実行し、彼らのために捧げてきたが、というのもわれわれが仏教の教えにかな
う信仰をもってきたからである。つまり、かつて仏陀の時代に、ピンビサーラ壬33が
仏教を信仰し帰依していた頃に、王は仏陀の説法を聞き、篤信の心から仏陀に品々を
布施したが、（布施によって得られる）功徳を（死者に）捧げることもなく、特に誰
のためと指定することもなかった34。後になって、壬の亡くなった親戚たちみんなが
姿を現わし、やって来て功徳を求めた。ビンピサーラ王は不思議に思い、仏陀のとこ
ろにいって尋ねた。仏陀はそれで答えられた。積徳の際に王は亡くなった親戚に功徳
を捧げることをしなかった、姿を現した者たちとは、功徳を求める者たちなのだと。
－８７－
その後、ビンビサーラ王が品々を布施し、亡くなった親戚たちに拝して功徳を捧げる
と、その者たちはそれを知り随喜した。功徳が彼らに生じ、かれらは幸福を得た。わ
れわれはこのような』慣習を代々守ってきたのである。
住職はこう語った後で、続けて、当日の予定について、次のように述べた35。
本曰は、亡くなった者たちのために、××［聞取り不明］布施による積徳をおこな
う。それを催すのはその人次第だが、「金樹」は、かつての住職各人、およびこの世
を去った清信士女たちに捧げられる。それから、信徒の皆さんにお知らせするが、法
話を聞きに来る人は、午後１時から開始します。早く始めれば早く終わる、長くなる
かもしれませんから。信徒の皆さんにお伝えしておきます。
（５）僧からの祝福（んajPho"）と功徳の転送
儀礼の説明と当日予定の案内を終わった僧は、「これから次に僧から祝福を受けましょう
（伽dtIpjOpaj〃qppAo"cαﾉﾋphmsolZgdbj"叩ｃａＭｑ/"j)」と信徒たちに告げ、儀礼用の団扇
を出して立て、唱経を始めた。パーリ語のみの唱経である。人びとは、水を一つの容器か
ら別の容器へ注ぐ「垂水」により、功徳を死者に転送する。僧からの祝福の唱経を受ける
あいだ、片手で水を注ぎながら片手を胸の前で手を合わせる形にしている信徒もいる。唱
経の途中で「垂水」を終えた信徒たちは、胸の前で両手を合わせて、僧による唱経を受け
ていた。
この過程では、「天女随喜経３６」（α"""O伽"α、叩力肌力αZ〃α）の全部が一度と「宇宙吉祥
小経37」（"O"9A力O〃Ｃａ伽Wα〃〃Ｏｊ）の後半の一部が二度唱えられた。前者の経文は、奉献す
る水と食物があふれんばかりに大きくなって死者に届きますようにという祈りであり、後
者は信徒たちへの祝福である。
（６）慈悲心の拡大（pAQemam）
祝福の唱経が終わると、僧は儀礼用の団扇をしまう。このとき信徒総代が「慈悲心を拡
大しよう」（p〃αｅｍａｍｐ〃､、伽""e）と声をかけたが、この言葉は「慈悲心を拡大して｣、
故人を含む他の人びとに対してもよきことをしよう、つまり、「垂水」による死者への功徳
の転送をうながす言葉と理解される38．僧も水の容器を出して、水を注ぐ儀礼行為の用意を
する。以下で、信徒総代は正面の本尊、仏像群、僧の方に向いて、３つの経文をパーリ語の
みで唱えるが、それぞれ北タイ特有の経文であるらしかった３，．
信徒総代はまず正面の本尊の方に向き直って、「ヤンギンジ・グサラン」（yα'Zg物cノ
伽吻''9）の唱経を始めた。経の内容は、この持戒、布施、祈りによって、慈悲心を拡大し
－８８－
（他人の幸福に寄与し)、浬桑に到る者となるように、神々、父母、親戚、悪鬼、夜叉、餓
鬼などすべてに届くようにという祈りである40.祝福を送る対象としてさまざまなものが挙
げられるが､司式者の住職によると､経文は主に死者に対しての意味をもっているという。
この唱経のあいだ、僧と信徒たちは「垂水」よる功徳転送をおこなっていた。功徳の転送
で使われた水は、外の植物などに注がれ、家には持ち帰られない。
次に信徒総代は正面のやや右側に向き直り、「大拝礼」（wα"ﾉﾙα伽"g）経を唱えた。仏法
僧の三宝ほか、あらゆる国々にあるさまざまな神聖物を思い起こし、それらに謝して拝礼
する経である4'。
最後に信徒総代は僧の方に向き直り、「小拝礼」（wα"'んα"ｏｊ）経を唱えた。僧を思い起し
て拝礼し、この積徳行の喜びに加えてくださるようにと祈る経である42。
（７）僧への別辞（ﾉt/､"/αp〃'α）
信徒総代は「小拝礼」の短い唱経のあと、僧への別辞の句を唱え、僧がまた唱経を返し
て、儀礼全体が終了する。最後の別辞の唱句もパーリ語のみでおこなわれる。
4．功徳と功徳の転送についての考察
前節では、2006年９月に筆者が観察した、「旧暦１２月満月曰」の儀礼過程を報告した。
次に当該儀礼の分析から、功徳と功徳の転送について、どのような実践と観念が見られる
か検討したい。
既述の通り、「旧暦１２月満月曰」の祭事は、「功徳を積み…自分の祖先に功徳を捧げる」
（Mani2005:197）祭事で、死者への功徳の転送が中心目的となっていることが大きな特徴
である。実際に筆者が参加した儀礼後に参加者の老婆に尋ねると、儀礼中の「垂水」は「死
んだ人びと、祖先や（殺した）動物たち」のためにおこなうものだという答えを得た。死
者のための重要な祭事というこの性格は、儀礼の諸過程においても見られた。
最初の「受戒」（俗人による五戒の請願と僧による授戒）は、通常の仏曰の儀礼でも朝に
最初におこなわれるものである。俗人信徒にとって仏曰の持戒は、出家や布施とともに、
積徳行のひとつである（林2000:156)。
次の｢タワーイ･ポーン･プラ」と呼ばれる過程は､「(僧が)祝福を与える」(〃ん、/ｈａｊｐﾊﾟ"）
として言及されるように、ありがたい経文を唱えることによって、僧が俗人信徒たちを祝
福する過程である。同時に、俗人信徒たちは、積徳行として、僧への食施を準備する。
次の「僧への食物奉献の表明」では、僧への食施の表明とともに、その積徳行によって
得られる功徳の死者への奉献が、信徒総代によって表明される。タイ語での功徳奉献の表
明のなかでは、何人かの前住職と高僧の名前が並べられた後で、「亡くなった親兄弟親族一
－８９－
同」（〕ﾉα伽wo卿αﾉMα〃αｒＰｈ"〃α"g/叩Pα川eW）も、功徳奉献の対象として指定された。
ピー、特に餓鬼への功徳の奉献のテーマは、次の僧による祭事の由来の説明においては
っきりと表れる。タイ人にとって餓鬼とは、ピーの中でも最下位のピーで、自分でその業
を購おう（c伽肋加c"αjwee"）としても出来ないゆえに、再び転生できないでいる存在で
ある。自ら功徳を積むことができないために、他人から送られる功徳に頼るしかない存在
である。僧による説明の通り、北タイ旧暦１２月に閻魔大王がピーや餓鬼を地獄から放つの
は､生者の世界に行き、生者から功徳を貰えるようにするためである43。「旧暦１２月満月曰」
祭事の由来として語られる、餓鬼になった王の親戚の物語は、死後に不遇にあるかもしれ
ない自らの祖先の慰撫というモチーフをこの儀礼に添えている。
次の｢僧からの祝福と功徳の転送」では、俗人信徒はふたたび僧から祝福の唱経を受け、
功徳を死者に転送する。僧の唱える経文も、死者への功徳の転送と信徒たちへの祝福をテ
ーマとするものである。
次の「慈悲心の拡大」では、信徒だけでなく僧も加わって、唱経と「垂水」による功徳
の転送をおこなう。僧による「垂水」行為は通常の仏教儀礼ではあまり見られないが、死
者への功徳の奉献を中心目的とする「旧暦１２月の満月曰」においては、「持戒者である僧
が「垂水』による功徳の奉献者となることで、死者に功徳が届きやすい」（Mani2005:199）
とされる。
このように「旧暦１２月満月曰」朝の儀礼では、儀礼過程によって故住職や餓鬼への功徳
の奉献が強調されるが、儀礼を通じて支配的なテーマは、親戚や知人である死者への功徳
の転送である。俗人信徒は、持戒や布施による積徳をおこなうと同時に、僧から祝福の唱
経を受け、そこで得られる功徳や祝福を死者へ転送する。第三者への功徳の転送が自らの
功徳を減らすことなく、両者が功徳を得られるとされているゆえにこれらの行為は、死者
への功徳奉献であると同時に、死者との功徳のシェアでもあるととらえられる。
これらはいずれも死者の幸福を目指した行為であるが、俗人信徒たちによる、親戚や知
人の死者や餓鬼の慰撫（現在日本語で使われている意味での「供養｣）は、この世を去った
者たちのために、直接的に食物や物品を供えるという形をとらない。俗人信徒はまず持戒
や布施によって功徳を積み､その功徳を､布施の反対給付として授けられる祝福とともに"、
僧による唱経と「垂水」行為を通して、死者に奉献する。功徳と祝福とは、僧を媒介とし
た儀礼行為によってはじめて死者に送ることができる45.僧の媒介を必要とするタイ仏教徒
のこのような実践は、例えば、施餓鬼棚や盆棚に食物を供える曰本の死者供養に見られる
直接性（坂本1990，伊藤1978）とは対照的である（cfSommaiandDorel992:273)。
日本の死者供養との比較の上で、タイ上座仏教徒による死者への働きかけを考察する際
にさらに問題となるのは、死者に送られるとされるものの'性質である。日本で死者のため
に供えられる物は、死者が受け取るべき具体的な物品である。また先にも引用した通り、
－９０－
東北タイでの仏教実践については、「[積徳行の］主体自身は故人の霊が受け取るのは…寄
進した物品であると語っている」と報告されている（林2000:182)。一方で、北タイの「旧
暦１２月満月曰」祭事についての研究は、「食物や他の物品は、僧という媒介によって遂行
される適切な儀式によって功徳に変換される」とし、儀礼において僧は「布施による功徳
をあの世へと去った者たちに捧げる」と述べると報告している（SommaiandDorel992：
273-274)。この点について筆者は、「旧暦１２月満月曰」祭事の司式者であったドークカム
寺住職と同寺に頻繁に通う老婦人信徒（60歳代）に話を聞いた。
住職によれば、「旧暦１２月の満月曰」で捧げられる食物は、餓鬼やピーが食べるための
ものでなく、僧に布施して、それで得られる功徳が転送されることによって、餓鬼やピー
に功徳が生じることになるという゜住職の言葉によれば、餓鬼やピーは食物を食べること
は出来ない。なぜなら「ピーは実体をもたない」（p力伽αj〃/"αZO"）からである46．
老婦人信徒によれば、僧が「祝福を授ける」（AajpAo"）時に、生者でも死者でも誰でも、
その人を思い起こし、功徳を与えることができる。「垂水」とは、死んだ人びとに功徳をあ
げる行為で、僧の唱経が「ヤター」（ｙａｊｈα）に到った時に、水を注ぎ始める。それによって
死者が食物を食べられるかという点については、死者には功徳をあげる、（死者が）功徳を
得ることによって、食べることもできるだろうという答えだった47．
以上のように、筆者による「旧暦１２月満月曰」の短期調査では、儀礼の中で死者が受け
取るべき具体的な物品の寄進がおこなわれることを示す実践は観察できなかった48.また、
文献による報告とインフオマントによる証言は、死者に対して送られるものが、具体的な
物品であるよりも目に見えない財としての功徳であることを示しているように見える。＿
方、功徳は、抽象的で暖昧な「よき状態」をもたらすものとされるため、生者による功徳
の転送によってその身に功徳が生じた死者については、結果として、その飢えや渇きや欠
乏が癒されるとも考えうる。死者に功徳が届けば、物品も得られるともいえるかもしれな
いのである49。
5．おわりに
本稿では、北タイの「旧暦１２月満月曰」儀礼の記述と分析を通して、自業自得や自力救
済の側面が強調されるタイ上座部仏教実践の別の一面に光を当てた。実践仏教の観点から
タイ仏教をとらえたこれまでの研究では、功徳および、自らの地位上昇を目指す個人主義
的行為者による積徳行がその中心とされてきたが､積徳行に付随する「功徳の転送」には、
第三者への功徳奉献という別の論理が流れている。
「旧暦１２月満月曰」儀礼の分析から明らかになったことは、本儀礼では布施者自らの積
徳よりも死者の幸福が中心目的とされていること、死者の幸福が生者からの功徳の転送に
－９１－
よって達成されるとされる点であった。しかし、死者への功徳の転送は、唱経者である僧
を媒介として、「垂水」などのふさわしい形式に従ってはじめて達成されるものである。死
者に送られるもの性質については、抽象的な財としての功徳か具体的な物品であるかとい
う点で暖昧さがつきまとっている。いずれにせよ、僧への布施による積徳、僧による祝福
および功徳と祝福の死者への奉献によって、死者の幸福が実現されるとされるのである。
注
’ここで言う「出家者」とは、理念的な出家者である。実際にはタイにおいて、出家の多くが積徳行
としておこなわれていることは、石井（2003[1975]:３８）らも指摘するところである。
２実際には石井らは、「功徳志向の仏教」の他に「呪術志向の仏教」という点から、タイ民衆の実践す
る仏教を考察しているが、いずれの場合もタイ民衆の個人主義的な行為者としての面を強調している。
〕タイ語で"伽で、サンスクリット語"伽is〕ﾉα、パーリ語の雌ﾉ2Fαが（指摘する，指定する，説戒す
る，詞説する［布薩に］［水野2005:73]）に由来する。タイ語"伽の一般的な意味は「捧げる」であ
るが、功徳の「転送」においては、相手を指定して捧げるという意味合いがあると考えられる。自ら
が得る功徳を「指定」して第三者に捧げるという意味での"｡ｔ/２，ｍについては、藤本（2006）が示唆
を与えてくれる。
４タイ語でＣａＯ肋加"αｊｗｅ〃と言われる。前世や現世において、自分が意識的あるいは知らずに遺恨を
しまった相手である。
ｓ中央タイ語でﾉｈｗａｒ"α",〃"α/"α腕と呼ばれる一方、北タイや東北タイではyα/"α腕と呼ばれる。
‘筆者による複数のタイ人仏教徒へのインタビューによる。しかし、後で見るようにドークカム寺住
職は、功徳を生者とシェアしようとすることについては、否定的な見解を示した。
７筆者による複数のタイ人仏教徒へのインタビューによる。また林（2000:181）も、「功徳の転送行為
は特定の故人の霊の転生に関わるばかりではなく、より広く生きもの全般の霊、再生のための功徳が
不足している霊へ無差別に功徳をふりむける行為（わが国でいう施餓鬼）として実践されている。…
それは広く功徳を分かちあう－つの積徳行の型をなす実践で…功徳の転送は、それ自体で宗教的か
つ社会的な善行となっている」と述べている。
８北タイ|日暦1２月（ぬα"12）は、中央タイや南タイ|日暦での1０月（伽α"１０）にあたる。マニーが述
べるように北タイの「旧暦１２月満月日の祭り」は、中央タイの秋節（z'ｗｒｓａｍｒ)、南タイの「|日暦１０
月の餓鬼の争奪祭り」（P”he"ｊ伽"s1ipcﾙﾉ"gP花/)、東北タイの「地を飾る飯の祭り」（p'9qpAe"ｊ伽。
ｐｍｄｔＹＭ"）に相当する祭事である（Mani2005:197)。
,「仏日」（wα"p伽）とは、「仏教徒の聖日で陰暦８日、１５日、２３日と月末の日」（富田1990:1650）
である。北タイや東北タイでは「戒日」（wα"Ｓｍ）と呼ばれる。
'0祭事に参加していた老婆および信徒総代へのインタビュー。
１１沙彌。タイ上座仏教では、満２０歳未満の男子の出家は沙彌としての出家である。
'２俗人の代表者で､αcα"ｗａｒ(｢寺の先生｣)、,,､ﾉＷｊａﾉﾙ`I〕ﾉ０kあるいは、αﾉＷ,α"`I〕ﾉoﾉﾋ(パーリ語原義は「道
を導く者｣)、Zｈｑｙｏｋ（｢導く者｣）などと称される（語義については［富田1970:1365］を参照)。北タ
イでは古くはｐ脚cα〃（｢お爺さん」＋「先生｣）とも言われた。多くは出家経験者で、儀礼での俗人信
徒による唱経において、他の俗人を先導して唱経する役割を負う。
旧亡くなった前住職の遺骨の一部が納められた八角錐型の白塗りの仏塔風の建物である。
!‘ここで「金樹」と呼んだものは、肋"g伽"αｍ〃と呼ばれる、紙幣を刺して木のようにした布施物
－９２－
である。この曰に金樹の枝に挟まれていた布施は、例外なく２０バーツ札だった。
'sご飯やおかずは布施用の容器に入れやすいように、小さなビニール袋に入れられていた。
'６経はパーリ語および／またはタイ語で唱えられる。俗人信徒の多くはパーリ語を解さないために、
唱えられる経の細かい意味は理解していないが、それぞれの経が唱えられるときに何をなすべきかは
知っている。
１７「三宝への拝礼」（6"C〃αp肺、/α"α”ｉ）では、次の句が唱えられる。“ｉ”"αSα胸'W'αＰｈ"肋α"ｇ
ｑｐﾉi伽c/zα〕ﾉα凧〃ｊ"ａｓα胸""αｊＡｑｍｍα"ｇｑＰｈ伽ｃｈｑ〕'α伽ｊｍｊ"ａｓαﾉWhme"ａｓα"gﾉﾋﾉｶα"gqPhj6"ｃｈのａｍｊ”（パ
ーリ語)。”Ｍ”αＣａＯ伽"gmjMo6灘chadbjy噸s"e"gP〃、P伽伽ＣａＯ…”（タイ語)。仏法僧の三宝に対
して拝礼をする基本的な経文である。
１８「三宝への脆拝」（AmpphmraZα"αｒｍｊ）では、次の句が唱えられる。“α”んα"ｇＳａｍｍ“α”ｈ"肋Ｏ
ｐｈａＡ/ｚａｗＱｐｈ""んα"ｇｐｈａＡ/ｚａｗα"、"gcVWwarAemj,ｓａｗααﾉＷｍｒｏｐｈａﾉﾋﾉｌａｗａｒａｒｈａ加加ｏ肋ａｍｍａＪＺｇ〃αmcJssamL
sz（pqphjpq""ｏｐｈａＭａｗａｒｏＳａｗａﾉ､,α,’9kﾙCsα"gﾉﾋﾉﾉα,09"α碗α"ｊ”（パーリ語)。
'，タイ語で、"6αZと呼ばれる。「授戒」（伽sj"）と「僧からの祝福の唱経」（ｈａｊＰｈｏ"）の過程で僧が
把持する。
20例えば、『吉祥経文第五冊」ｐ９２には、パーリ語の「五戒を懇請する句」（Ｍａｍａ'αﾉﾙα"αＳｊ"ｈα）が
記載されている（"mqD’α"gphα"jeWjFzmgWlS""９，ﾉＷ､"α肋α〕′αがＳａｍ"e"αｓａｈａｐα"casj伽ｊｙａｃａｍａ，
／ｈ"/加mpjmclOﾉcmgphα"/ewjs""gwJs"''９７αﾉＷｉα"αがｈｃＷｒｊｙａｒα"e"αｓａｈａＰα"casjb"ｊｙａｃａｍｑ,mrj〕ﾉα”ｊ
ｍｑＤ′α"gpbα"だＷな""9Ｗ,s""９，ﾉＷｉα"αがｈα〕ﾉｑｒｊｓａｒα"e"αｓａｈａｐα"cα伽"ｉｙａｃａｍａ，')。実際この曰に信徒総
代が唱えたものにはやや省略があるようだった。
２１「仏陀に身体を屈して敬意を表する」（"qP"。〃ＰｈｒａＰｈ"がｈａＣａＯ）と呼ばれ、次の句が三度唱えられ
る。”"αｍｏｍ応ａｐｈａﾉｾﾉｊａｗａｊｏａ伽α'０sα加加“α,"p/z"/伽応α（パーリ語のみ)。
２２「三宝に行き着く経文」（６０/”iSOrα"αﾊﾉ'0ｍ）と呼ばれ、次の句が唱えられる。，P伽ﾉﾊα"ｇＳａｒα"α'２９
Ｍａｒｃ/，α城/ｈｑｍｍα"9sα、"α"g肋ａｚｃｈα”sα"gﾉﾋﾉ'α"9sα、"α"g妨ａｃＡａ刎鋺"/ji〕ノロ"ｑｐｊｐｈ"肋α"ｇｓａｍ"α"９
Ｍα花Ａａｍ/,伽rli〕′α"qpj/ｈａｍｍα"9sα、"α'29Ｍα'ｃｈＱｍｊ,ﾉﾙ"/i〕ﾉα”ｉｓα'zg肋α"9sα'α"α婚ﾉﾋﾉiac力α肌mrli〕ﾉα”ノ
Ｐ力"肋α"gＳａｍ"cmg肋α比Aα凧ｒａｒｗ"qpj/ｈａｍｍα"ｇＳａ７α"α"g肋α/chcwzMJr〃α'”ｊｓα"gﾊﾙα'Zgsa7α"α'１９
Ｍａｃ〃α碗i”（パーリ語のみ)。
２３「五戒」（sj""α）では、次の句が唱えられる。，ｉｐａ"αrIipamwe'αｍα"ｉｓﾉﾉwiqpa伽'zgsα"αﾉﾉ､!〕′α〃
αｔｈｉ""αｔｈａ"ｑｗｅｍｍα"isﾉﾉWzcIparhα"9sα､α/AjyamバノhJmes"ｍｊｊｃＡａｃａｍｗｅｒａｍα"ｉｓ"ﾉＷｉｃＩＰａ伽"ｇ
ｓａｍａｚﾉili〕ﾉα刎加"ｓａｗａｒｈａｗｅ７ａｍα"ｊＭｗｉｑｐａ伽"ｇｓａｍａｒｈｌｉ〕ﾉα”ｓ”αme、〕ﾉａｍａｊｃＡｃｚｐａ腕αﾉﾙαがﾉﾉα"αｗｅｍｍα"Ｉ
ＳｉﾉWlqpaZhα'’9sα〃αﾉﾙ{〕ﾉα伽α碗α"ＪＰα"casﾉﾉWicZPα'んα"ｉｓ此"ａｓ"ﾉﾋﾉ、/ｊ"gyα"〃Sﾉﾉe"αＰｈｏﾉ(ﾙcJSq”αﾉﾉｶａｓﾉﾉe"α
〃ipp/i"ﾉﾉ"g)ﾉα"ｒｊｊａなａｍａｓｊ伽gwLso肋妙e”（パーリ語のみ)。
２４「仏の恩徳」（Phz"/iα胸"）と呼ばれ、次の句が唱えられる。”抑ｊｓｏｐｈａＭ`Ｊｗａａｍｈ｡'Ｚｇ
ｓａｍｍｃＪｓα）"pA"Z肋ｏｗｊｊｃｈａｃａ７α"“α'"pα""Ｃｓ"ﾊﾉ，α/ｏ/oﾉhJwjﾉﾉﾉ〃α""ｊｍｍｐ”応αﾉﾉｊａｍｍａｓａｍ'ｈｉｓαがんα
此ｗａｍα""応α"α"gpA"/伽pαﾉﾋﾉmwarj,,（パーリ語のみ)。
2ｓ「法の恩徳」（/ＡｑｍｍＷｍ"）と呼ばれ、次の句が唱えられる。，ＴａｗａﾉＷｌａｍｐｈａ肋aWqro伽加加Ｏ
Ｓα"rhjrrhj肋αﾉhJ/jﾉtoeﾉｶipa応j肋。pα"α〕ﾉﾉkoparcartα"gｗｅ的jml2Pﾉiow”"/,ｊ"，，（パーリ語のみ)。
２６「僧の恩徳｣(sα"9k/zαﾉﾋﾙ"")と呼ばれ､次の句が唱えられる。"sz｛pqphjpα""ophaA/iawZJ/osawaﾉﾋと7sα'2gﾊﾙＯ
脚c/lz(p`IPAゎα""ｏｐｈａＡﾉiawatosawa伽cmg肋o)ﾉCI〕ﾉcy〕qphjpα""ｏＰｈａＭａｗａｍｓａｗａﾉhJsα"g肋osamicjPcKPhjPα""ｏ
ｐｈａﾉﾋﾉｚａｗａｒｏｓａｗａﾉ、sα"9k/ｚｏ)ﾉαZ/ｚｊ'/zα"ｇｃａＺｍがｐ"rなcリノ"ﾉﾋﾉ、"ｉα"んαＰ"'芯cZPzｲﾉＷ、/αｅｓａＰ/zαﾉﾋﾉｍｗａｒｏ
ｓａｗａ伽α''9ﾉﾋﾉ、αｈ"""G〕，ﾉｏｐα〃""e〕､ﾉｏｒｈａﾉWij""ＧＩ〕ﾉoα"c力αﾉﾉﾉﾋ7ｍ"伽α""rZa7a堰P"""αﾉＷｌｅﾉﾒﾉiα'2９
－９３－
ノoﾉhJなα",，（パーリ語のみ)。
２７『吉祥経文第五冊』ppll-13に、,'ｃｈａｉ腕｡"9k/ioM力ｑｊＡα"として掲載されている。その注（『吉祥経
文第五冊」ｐ９）によると、この経文（カーター）は、国王の戦勝のために祝福を捧げる目的で作られ
たものだという。トライロークナート王時代のシリテーラ僧正によって1463年に作られたものと推
定され、シヤカの８回の戦勝を描いた経文である。ナレースアン大王とタークシン大王とが、戦争に
勝利するために常に唱えていた経文だとされている。
２８パーリ語6ｸﾞﾙ""。
２，「勝利吉兆経文」が「パーフン」に到ると、俗人たちが食物布施を開始するのは、少なくとも北タ
イでは、古くから伝えられた慣習だといえる（『北部タイ経文』ｐ78参照)。
30パーリ語の経文は、僧への食物布施の経文であったが、タイ語で繰り返された時には、食物の他に
日用品も布施物に挙げられていた。
]Ｉｆｉｗ１Ｍｌ錦Ｈｌｍ伽｡bIYlqIv,何mmh伽,InMIiMmOni,…論onMiMJ肘,認MilflMwimmlaqm嚴,ｉｕツ リツ
I耐mlfla1I,市,MMDNnfmlUfibiiiib1UMM1m愚ハロ､論,iMoIIjj論１８Ｗ1,0,U微,nw11UO1nlUIiMUu1N編００ツーＵ ９ＵＱ
Ｍ剰洲,銅d1Qii1ii1u呵,U1mTMiioIiMuanM調MiiioMlQIiiM杣麗MiMou洲｡uIiI湖識Hiiuuoni,‘Ｍ緬測。
’ａ」‐」ノジッパ,,;o…珈薊､｡釧,伽｡b1伽鋼圏nmo鮴noinuoInowⅥfu1umj1niM:Mom薊fh1洲ihjm1jliiInml別01,
ツ,川棚uoQ,可mU柿９，３m薊伽,鮒川加川f､…７mmJ13,繩,川緬nMibIjhlM可,凱圃,1紬m1jJIi0
０８，０論､,測訂､､紬耐v1w洲釧，,耐,mJ1wnnDmm則〔川詫w5mn’MivMhMm可,iii｣;a洲窕,lw15m可側，３“３．，ヅ
ヨfn13J,;mjWI湘而７７刺'１，Ｗ洲vImhl同nm1ml;､'1,1;?訓;im1UmlvIOvl1川Ⅵ"WⅥ万IiwM1約７１肺刈加川fm
1jl;1,,,愚00'ＭｈＭ０ＶＷ１ｍ,鮒､而阿ＭＭｉｄＭ細則,i1wnom1nl1MJ,ⅡｍＷＷＭｕＯ伽１Ｍ]叩向ソツ
ｖv調,ihiMirY耐fImwibql1HMhqmh｣ｎｗＷ洲,/,万,Ｏ１ｍ３ＪＷ洲vITLih3InUPl調U0nう’ツ
ツｎｎ１１ｉＷＭ側1Ｍ.怖川叩川而fibfU,両論汎ｔＭＵＭ可,愚､巾､j;Ｉ伽,`,薊nomNMnndソツツ ー&ノ邸ａＵ
ｉ１調00,7;i加川咽川例rwi紬､iｶﾂＭ１Ｍｍ司柵,ﾎiM1NinwIImnM0則a1mfnmM川而m1IIiWi1
1iwm1o稲mqiMi｣iMh1dhl紬撒w7Mm刎加,川Ｗ､訓;DMMruwin,１Ｍ紬､川,mWmnuツ
1W1,1錦１，伽a…,ｉＭ５愉計ｗＭ１
３２タイ系諸民族で見られる、神霊、精霊、幽霊、お化け、死者などを広く含む観念である。
３３シャカの時代のマガダ国王。タイでは「プラジャオ・ピムピサーン」と呼ばれ、漢語では「瓶沙王」
と書かれる。
３４この部分のタイ語動詞は､パーリ語"dﾋﾉ2Sα"(｢指定する｣)を語源とする〃伽でなく、口語的なCOCOlZg
であるが、通常「捧げる」という意味で用いられる〃伽よりも、その語源「指定する」の意をより
はっきりと示している。
whM仙訂１２､榊m5,ｉｗｎＭ………諭層Ｍ１｣的`Mhl;Ｍ１M1剛､豊伽
fMU`,mhMwijjihfM：ii,仰ﾔﾙMiio;Ｍ１0,⑪,叩.,:i化､O『ＭｉｑＵ１同nqm,；m柵：ＭｎＭｉｌｑ」
1,：?糊ijlMO的fTm耐,1,0,hＭ,1所､釦,iI而万MqHm凱寄別ＭｗＩ洞帆綱,;h…１１編､飾り
ソ ソＭ可,影j1o1o”1;lhn1LjMi`umI5gm何衞⑪fiijm7可nＷ'ずV'万''0,1鯛1;iYl51wIMjWIuu
36積徳儀礼一般で、功徳の転送の際に唱えられる経文で、短く「(僧が）祝福を授ける」（ｈａｉｐ力o"）
と称される（『仏教徒儀式経文翻訳」pl82)。
３７僧が唱える祝福の経文で、いろいろな吉祥に言及したもの（富田1990:1330)。長寿、富貴、吉祥、
名誉、健康、幸福などが祈られる。
３８富田（1970:1184）も参照。司式者であったドークカム寺住職は後日に、「慈悲心を拡大する」と「水
を注ぐ」とは同じことだと説明してくれた。
－９４－
３，儀礼で唱えられる経は、タイでも地方ごとに種類、字句、調子が異なっている。筆者は後日、儀礼
の司式者である住職に、唱えられた経の種類など、儀礼の細目について質問したが、信徒総代によっ
て唱えられたこの部分の３つの経は、一般に売られているタイの経本には掲載されておらず、『北部
タイ経文』という本にのみ載っていた。
４０「北部タイ経文』はパーリ語のみの記述であるゆえに、住職におおよその意味をタイ語で説明して
もらった。
4’同様に後日、司式者である住職におおよその意味をタイ語で説明してもらった。
４２同様に後日、司式者である住職におおよその意味をタイ語で説明してもらった。
心タイ人のイメージの中で餓鬼は、背が高く、痩せていて、針ぐらいの小さな口しかもたないピーだ
とされる。口が小さいのは、生きているときに、僧や父母などを罵った罪業によるためだという。口
が針の孔のように小さいので、食べ物を食べられずにいつも空腹でいて、夜に現れて奇妙な声で鳴く
という（筆者によるタイ人へのインタビュー。冨田［1990:1125])。
４４－方で、知識人を中心として、布施は功徳や祝福などの反対給付を期待しておこなうべきものでな
く、見返りなしの純粋に与える行為としておこなわれるべきものだという議論がある。タマユット派
など僧の一部には、俗人の布施に対して祝福の唱経をおこなわないところもある（Nithi2006、３０歳
半ばのチェンマイ大学男,性教員へのインタビューほか)。
4ｓ筆者の北タイのインフォマントからは、死者への功徳の転送が、地母神メー・トラニーを通してお
こなわれるという証言は得られなかった（Ｃｆ林2000:180)。筆者のインフオマントたちは、「垂水」
による功徳転送の原理を説明することはなく、ただそうすることによって他者へ功徳の転送をおこな
うのだと述べるだけだった。
４６また、功徳転送の対象について住職の考えは次の通りである。功徳の転送は死んだ親戚、人びと、
動物、ピーのためのもので、生者には功徳の転送はおこなわない。生者に功徳を送っても「業」（胸加）
がよくなるわけではないが、死者に送れば、「業が重くない者、もうすぐ業の購いが終わる者」（肋。〃
ｊｈＭｍ,,碗αｊ"αＭ/αｉｃａｍｏｒｗｅ"〃oMzJ腕）ならば、業から解放されるかもしれない。朝の食物布施の際
に僧に唱経してもらうあいだ、「垂水」しながら、生きている知合いに功徳を転送するように祈って
も、それはそれでよいことだが、それでその人の業がよくなるわけではない。
４７老婦人はさらに次のような考えを述べた。他人に功徳をあげたからといって、自分の得た功徳がな
くなるわけではない｡第三者への功徳の転送といえるこの行為自体も、善行をおこなうという意味で、
それじたいが積徳行である（cfMani2005I199)。
４８この点については、長期のフィールドワークにより、公的に語られる見えない抽象財としての功徳
とは異なる「功徳」が、住民の実践から発見できるかもしれない。
4，東北タイの寺の僧から口伝された､「ビンビサーラ王の餓鬼となった親戚｣に関する伝承(Mani2005：
198-199）では、生者による功徳転送の結果、餓鬼に生まれていた死者たちが具体的な物質的な救済
を得た様子が描かれている（以下に翻訳して紹介する)。上座仏教教理研究者のひとりは、「餓鬼は、
自力では何の善業も行えず、悪業の苦果が尽きて他の境涯に転生するまで自業自得の苦果から逃れら
れない。しかしながら、人間界から救済を得る－緩の望みはある。人界で行われる布施などの善業が
餓鬼たちに指定される場合である。その場合、施物などの物質を直接受け取ることはできないが、別
の仕方によって、餓鬼たちは苦しみから免れ、富楽を得られるのである」（藤本2006:６７）と書いて
いる。一方、同者が翻訳して示す「ピンピサーラ壬の餓鬼となった親戚」の原典というべき「『塀の
外」餓鬼事」では、王による世尊へ水、食物、衣服、居所などの布施とその「指定」によって、それ
－９５－
らの布施物と同様の物品が餓鬼たちに生じて､餓鬼たちを幸福にしたことが語られている(藤本2006：
182-186)。施物が僧やサンガに与えられるか、餓鬼自体に与えられるかという点におけるこのような
暖昧さは、仏教説話の歴史研究においても指摘されているところである（奈良1990)。
賢劫より９２劫後の「プツサ」という仏陀の時代、父王の御名は「チヤイセーナ王」といい、
母王女の御名は｢シリマー｣といった｡チャイセーナ王には母を異にする３人の弟王子がおられ、
仏陀の兄弟たちであった。
３人の王子には、地方からの租税を保管した王庫を預かるひとりの役人がいた。後に３人の王
子は、功徳をなして仏教に貢献し、兄を援助したいと思い、父王に奏上して許可を求められた。
王の許可を得て、３人の王子は王庫管理大臣に命じて、精舎を建てさせた。精舎が完成すると、
3人の王子は仏陀を精舎にお招きし、精舎を奉献した。そして、王庫管理大臣に、仏陀とその従
者である９万人の僧、および３王子とその従者たちのために、３ケ月のあいだ毎日食事の世話を
するように命じた。王子たちは、本日より我らは何も話さぬとおっしゃって、千名の従者をとも
なって、十戒を受け、３ヶ月のあいだ精舎に籠られた゜
王庫管理役人は、３人の王子の希望通り、尊敬をもって布施物を管理した。その頃、８万４千
人の田舎民たちが３名の王子の布施物に悪事を働き、食施物を食し、盗んで子供に与え、食堂に
火を放ったりした。これらの者たちは死んで、地獄に生まれた。
時は９２劫から現劫のカサパ仏の時に至り、不徳の悩める心の者たちは餓鬼として転生してい
た。このとき人間たちが積徳して、功徳を自らの親戚である餓鬼たちに奉献した。これらの餓鬼
たちはさまざまな天上財を得たが、３人の王子の布施物を壊した餓鬼たちは、功徳を得ることが
できなかった。これらの餓鬼たちはカサバ仏に、自分たちがこのような財を得られるのはいつの
ことでしょうかと尋ね申し上げた。仏陀は答えて曰く、今おまえたちは財を得ることはできない
が､後のシャカ仏の時代になると、おまえたちの親戚が「ビンビサーラ」という名の国王となり、
シャカ仏に布施し、おまえたち皆にその徳果を捧げてくれるであろう。その時になれば、おまえ
たちもこのような財を得るだろう。
仏陀のおられない期間がひとつ過ぎて、シャカ仏の時代となった。３人の王子の地方租税徴収
役人がピンピサーラ王として転生した。そしてビンピサーラ王は仏陀の法話を聞いたとき預流果
の境地に到り、仏陀に布施物を捧げたが､親戚である餓鬼たちに功徳を捧げることをしなかった。
親戚であるこれらの餓鬼たちは功徳を求めてやって来ていたが､求めたように功徳が得られなか
ったので失望した。そしてある晩に、怖しくも怪しい鳴き声を放った。翌暁闇にビンビサーラ王
は仏陀を訪ねてその出来事について尋ねると、仏陀は、過去の出来事に遡ってすべて明らかにし
てくださった｡それでビンピサーラ王は仏陀に自分の宮殿で布施物を受け取ってもらえるように
と頼み、垂水の儀をなし、その水が自分の親戚たちに届くようにと祈り捧げた。
そのとぎ、不安で焦燥し、醜い身体をしていた餓鬼たちは、金のように美しく透けるような肌
の色となった。王が粥や食物を親戚たちに捧げると、これらの親戚の餓鬼たちのために天の粥と
食物が生じた。王が衣服と居所とを捧げると、すべて天の衣服と宮殿とがこれら餓鬼たちのもの
となった。そして仏陀が祈りの力で、親戚である餓鬼たちが幸福を得た様子をビンビサーラ王に
示して見せたので、ビンビサーラ王は非常に歓喜なされた。
語られているところによると、その時に仏陀は説法され、亡くなった親戚のために布施者が捧
げた布施物を幾日も賛美され、親戚への奉献の句として次のようなものを唱えられた。「イタン．
－９６－
ウォー･ヤーティナン･ボーントウ･スキター･ホーナトウ･ヤータヨー云々｣、これらの布施物が
（餓鬼として生まれた）親戚たち皆に届きますように、これらの親戚たちが幸福を得ますように
（つまり布施の果を得て満足しますように）という意味である。
付記
現地調査は、平成１８年度文部科学省科学研究費補助金（萌芽研究「周縁性の経験一少数民族ラフの
宗教変容と語り｣）および平成１８年度金沢大学学長戦略経費（重点研究経費）による。金沢大学文学
部の清水邦彦先生からは関係文献をお借りした。金沢大学大学院人間社会環境研究科のアナンタナコ
ムパニダさん（研究プロジェクトＲＡ）からは、本稿作成の過程でさまざまに助力をいただいた。そ
して、ドークカム寺住職および信徒の方々には、儀礼当日と後日の聞き取りで大変お世話になった。
記して感謝します。
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